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(57)【要約】
【課題】  冷却庫において、断熱ケースの内部における 
配線構造を適正化して、各コードに邪魔されることもな 
く区分パネルを断熱ケースに対して容易に着脱でき、従 
って、断熱ケースの内部に配置した機器類のメンテナン 
スを簡便に行うことができるようにする。
【解決手段】  入口室１７から出口室１８にコード５２ 
を引き出すための通線構造を、パネル受壁１６ｄに設け 
られて、出口室１８と入口室１７とを連通するとともに 
、区分パネル１９の装着時において掛止縁４３により封 
鎖されない溝開口４７ａを有する通線溝４７で構成する 
。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　8　　ＯＬ　（全13頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 冷 却 物 が 収 納 さ れ る 冷 却 室 （ １ ） と 、 冷 却 室 （ １ ） に 隣 接 し て 設 け ら れ た 機 器 室 （ ３ ）  
と を 備 え 、
機 器 室 （ ３ ） に は 、 凝 縮 機 器 （ ２ Ａ ） と 、 蒸 発 機 器 （ ２ Ｂ ） と 、 各 機 器 （ ２ Ａ ・ ２ Ｂ ） の  
制 御 を 担 う 制 御 部 （ ２ ５ ） と が 配 置 さ れ て お り 、
蒸 発 機 器 （ ２ Ｂ ） は 、 蒸 発 器 （ ２ ０ ） と 、 蒸 発 器 （ ２ ０ ） に 付 着 の 霜 を 除 く 除 霜 用 ヒ ー タ  
ー （ ２ １ ） と 、 蒸 発 器 （ ２ ０ ） の 温 度 状 態 を 検 知 す る 温 度 セ ン サ ー （ ２ ４ ） と 、 こ れ ら 各  
機 器 を 収 納 す る 断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） と 、 断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） に 対 し て 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ  
て 、 該 断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） の 内 部 を 蒸 発 器 （ ２ ０ ） 、 除 霜 用 ヒ ー タ ー （ ２ １ ） 、 お よ び 温  
度 セ ン サ ー （ ２ ４ ） が 収 容 さ れ る 下 方 側 の 入 口 室 （ １ ７ ） と 、 上 方 側 の 出 口 室 （ １ ８ ） と  
に 区 分 す る 区 分 パ ネ ル （ １ ９ ） と を 備 え 、
区 分 パ ネ ル （ １ ９ ） は 、 蒸 発 器 （ ２ ０ ） の 上 面 を 覆 う よ う に 配 置 さ れ た 上 区 分 壁 （ ４ １ ）  
を 備 え て お り 、 装 着 状 態 に お い て 、 該 上 区 分 壁 （ ４ １ ） の 外 周 の 一 辺 で あ る 掛 止 縁 （ ４ ３  
） が 断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） の パ ネ ル 受 壁 （ １ ６ ｄ ） に 接 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
区 分 パ ネ ル （ １ ９ ） と 断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） と の 間 に は 、 除 霜 用 ヒ ー タ ー （ ２ １ ） か ら 制 御  
部 （ ２ ５ ） に 至 る コ ー ド （ ５ ２ （ ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ ） ） と 、 温 度 セ ン サ ー （ ２ ４ ） か ら 制 御  
部 （ ２ ５ ） に 至 る コ ー ド （ ５ ２ （ ５ ２ ｃ ） ） と を 、 入 口 室 （ １ ７ ） か ら 出 口 室 （ １ ８ ） に  
引 き 出 す た め の 通 線 構 造 が 設 け ら れ て お り 、
通 線 構 造 が 、 パ ネ ル 受 壁 （ １ ６ ｄ ） に 設 け ら れ て 、 出 口 室 （ １ ８ ） と 入 口 室 （ １ ７ ） と を  
連 通 す る と と も に 、 区 分 パ ネ ル （ １ ９ ） の 装 着 時 に お い て 掛 止 縁 （ ４ ３ ） に よ り 封 鎖 さ れ  
な い 溝 開 口 （ ４ ７ ａ ） を 有 す る 通 線 溝 （ ４ ７ ） で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 冷 却 庫  
。
【 請 求 項 ２ 】
上 区 分 壁 （ ４ １ ） の 掛 止 縁 （ ４ ３ ） に は 、 切 欠 き 部 （ ４ ２ ） が 形 成 さ れ て お り 、
断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） の 掛 止 縁 （ ４ ３ ） に 対 向 す る パ ネ ル 受 壁 （ １ ６ ｄ ） に は 、 切 欠 き 部 （  
４ ２ ） の 周 縁 壁 を 支 持 す る 掛 止 壁 （ ４ ５ ） が 設 け ら れ て お り 、
掛 止 壁 （ ４ ５ ） に 通 線 溝 （ ４ ７ ） が 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 冷 却 庫 。
【 請 求 項 ３ 】
通 線 溝 （ ４ ７ ） が 掛 止 壁 （ ４ ５ ） か ら 入 口 室 （ １ ７ ） へ 向 か っ て 下 り 傾 斜 す る 傾 斜 溝 で 形  
成 さ れ て お り 、
区 分 パ ネ ル （ １ ９ ） を 断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） に 装 着 し た 状 態 に お い て 、 上 方 視 に お い て 切 欠  
き 部 （ ４ ２ ） の 切 欠 縁 （ ４ ２ ａ ） が 通 線 溝 （ ４ ７ ） の 溝 開 口 （ ４ ７ ａ ） と 交 差 し て い る 、  
請 求 項 ２ に 記 載 の 冷 却 庫 。
【 請 求 項 ４ 】
断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） は 、 左 右 方 向 の い ず れ か 一 方 に 開 口 を 有 す る と と も に 、 左 右 方 向 の 他  
方 に パ ネ ル 受 壁 （ １ ６ ｄ ） が 形 成 さ れ て お り 、
区 分 パ ネ ル （ １ ９ ） を 断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） に 対 し て 左 右 方 向 に 引 き 出 し 操 作 す る こ と で 、  
該 断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） に 対 し て 区 分 パ ネ ル （ １ ９ ） を 取 り 外 す こ と が で き る よ う に 構 成 さ  
れ て お り 、
上 区 分 壁 （ ４ １ ） の 掛 止 縁 （ ４ ３ ） の 前 後 方 向 の 両 隅 部 の そ れ ぞ れ に 、 切 欠 き 部 （ ４ ２ ・  
４ ２ ） が 切 欠 き 形 成 さ れ て お り 、
切 欠 き 部 （ ４ ２ ・ ４ ２ ） に 対 応 し て 、 断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） の パ ネ ル 受 壁 （ １ ６ ｄ ） の 前 後  
両 端 の そ れ ぞ れ に 掛 止 壁 （ ４ ５ ・ ４ ５ ） が 形 成 さ れ 、 各 掛 止 壁 （ ４ ５ ） に 通 線 溝 （ ４ ７ ）  
が 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 冷 却 庫 。
【 請 求 項 ５ 】
装 着 姿 勢 に お け る 区 分 パ ネ ル （ １ ９ ） の 掛 止 縁 （ ４ ３ ） よ り も 上 方 側 に 位 置 す る 断 熱 ケ ー  
ス （ １ ６ ） の パ ネ ル 受 壁 （ １ ６ ｄ ） に 、 コ ー ド （ ５ ２ ） の 中 途 部 を 掛 止 保 持 す る た め の コ  
ー ド 支 持 爪 （ ５ ４ ） が 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か ひ と つ に 記 載 の 冷 却 庫  
。
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【 請 求 項 ６ 】
区 分 パ ネ ル （ １ ９ ） は 、 蒸 発 器 （ ２ ０ ） の 左 右 方 向 の 側 面 を 覆 う 区 分 側 壁 （ ４ ０ ） を 備 え  
、
断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） の パ ネ ル 受 壁 （ １ ６ ｄ ） に 、 上 区 分 壁 （ ４ １ ） の 掛 止 縁 （ ４ ３ ） を 係  
合 保 持 す る 掛 止 部 （ ４ ４ ） が 設 け ら れ て お り 、
前 後 の 各 掛 止 壁 （ ４ ５ ） に は 、 切 欠 き 部 （ ４ ２ ） の 切 欠 縁 （ ４ ２ ａ ） を 位 置 決 め し た 状 態  
で 、 該 切 欠 縁 （ ４ ２ ａ ） を ス ラ イ ド 案 内 す る ガ イ ド リ ブ （ ４ ６ ） が 形 成 さ れ て お り 、
掛 止 縁 （ ４ ３ ） が 断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） の 掛 止 部 （ ４ ４ ） で 上 下 に 位 置 決 め さ れ 、 か つ 切 欠  
縁 （ ４ ２ ａ ） が ガ イ ド リ ブ （ ４ ６ ） で 前 後 に 位 置 決 め さ れ た 状 態 で 掛 止 壁 （ ４ ５ ） に 支 持  
さ れ て 、 区 分 側 壁 （ ４ ０ ） の 前 後 が 断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） に ね じ 体 （ ６ ６ ） で 締 結 固 定 さ れ  
て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か ひ と つ に 記 載 の 冷 却 庫 。
【 請 求 項 ７ 】
断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） の パ ネ ル 受 壁 （ １ ６ ｄ ） に 形 成 さ れ る 掛 止 部 （ ４ ４ ） が 、 前 後 方 向 に  
走 る 凹 溝 で 形 成 さ れ て お り 、
区 分 側 壁 （ ４ ０ ） が 断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） に 締 結 固 定 さ れ た 状 態 に お い て 、 上 区 分 壁 （ ４ １  
） の 掛 止 縁 （ ４ ３ ） が 掛 止 部 （ ４ ４ ） の 凹 溝 を 構 成 す る 上 下 の 溝 壁 で 上 下 動 不 能 に 位 置 決  
め 保 持 さ れ て い る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 冷 却 庫 。
【 請 求 項 ８ 】
断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） の 前 後 壁 （ １ ６ ｅ ・ １ ６ ｆ ） の そ れ ぞ れ に は 、 蒸 発 器 （ ２ ０ ） を 支 持  
す る 支 持 リ ブ （ ６ ０ ） が 設 け ら れ て お り 、
蒸 発 器 （ ２ ０ ） の 冷 媒 配 管 の 前 後 の 屈 曲 部 （ ６ ３ ・ ６ ４ ） の 下 面 が 支 持 リ ブ （ ６ ０ ） で 支  
持 さ れ る こ と で 、 蒸 発 器 （ ２ ０ ） が 断 熱 ケ ー ス （ １ ６ ） に 位 置 決 め 装 着 さ れ て お り 、
区 分 パ ネ ル （ １ ９ ） の 区 分 側 壁 （ ４ ０ ） が 、 前 後 の 支 持 リ ブ （ ６ ０ ） の 突 端 に 設 け ら れ た  
ね じ ボ ス （ ６ ２ ） に ね じ 体 （ ６ ６ ） で 締 結 固 定 さ れ て い る 請 求 項 ７ に 記 載 の 冷 却 庫 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 機 器 室 に 収 容 し た 凝 縮 機 器 や 蒸 発 機 器 を 機 器 室 の 外 へ 引 き 出 し て 、 凝 縮 機 器 や  
蒸 発 機 器 の メ ン テ ナ ン ス を 行 え る 冷 蔵 庫 や 冷 凍 庫 な ど の 冷 却 庫 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
こ の 種 の 冷 却 庫 は 、 本 出 願 人 の 提 案 に 係 る 特 許 文 献 １ の 冷 蔵 庫 に 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文  
献 １ の 冷 蔵 庫 は 、 冷 蔵 庫 本 体 の 一 側 の 機 器 室 に 、 前 後 ス ラ イ ド 自 在 な ユ ニ ッ ト ベ ー ス が 設  
け ら れ 、 ユ ニ ッ ト ベ ー ス 上 に 設 け た 凝 縮 ユ ニ ッ ト （ 凝 縮 機 器 ） お よ び 蒸 発 ユ ニ ッ ト （ 蒸 発  
機 器 ） を 機 器 室 に 対 し て 出 し 入 れ で き る よ う に な っ て い る 。 蒸 発 ユ ニ ッ ト の 断 熱 ケ ー ス の  
内 部 は 、 区 画 板 （ 区 分 パ ネ ル ） で 入 口 室 と 出 口 室 に 区 分 さ れ て お り 、 入 口 室 に 蒸 発 器 が 収  
容 さ れ 、 区 画 板 に 循 環 フ ァ ン が 装 着 さ れ て い る 。 区 画 板 は 、 蒸 発 器 の 側 面 を 覆 う 遮 蔽 板 と  
、 蒸 発 器 の 上 方 を 覆 う 傾 斜 板 を 一 体 に 備 え て い る 。 な お 、 実 際 の 冷 蔵 庫 で は 、 入 口 室 に 除  
霜 用 の ヒ ー タ ー や 蒸 発 器 の 温 度 状 態 を 検 知 す る 温 度 セ ン サ ー が 配 置 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ２ － ２ ４ ７ １ ３ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
断 熱 ケ ー ス の 内 部 に 配 置 し た 蒸 発 器 、 循 環 フ ァ ン 、 除 霜 用 の ヒ ー タ ー 、 或 い は 温 度 セ ン サ  
ー の 点 検 や 交 換 を 行 う 場 合 に は 、 区 画 板 を 断 熱 ケ ー ス か ら 取 外 し て 、 蒸 発 器 等 を 目 視 で き  
る よ う に す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 ヒ ー タ ー コ ー ド や セ ン サ ー コ ー ド が 除 霜 用 の ヒ ー タ ー  
や 温 度 セ ン サ ー に 接 続 さ れ て い る た め 、 区 画 板 を 取 外 す 場 合 に は 、 各 コ ー ド を 傷 つ け な い  
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よ う に 注 意 を 払 う 必 要 が あ り 、 さ ら に 区 画 板 を 断 熱 ケ ー ス に 再 装 着 す る 際 に も 各 コ ー ド に  
注 意 を 払 う 必 要 が あ る た め 、 一 連 の 作 業 に 多 く の 手 間 と 時 間 が 掛 か る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 断 熱 ケ ー ス の 内 部 に お け る 配 線 構 造 を 適 正 化 し て 、 各 コ ー ド に 邪 魔 さ れ  
る こ と も な く 区 分 パ ネ ル を 断 熱 ケ ー ス に 対 し て 容 易 に 着 脱 で き 、 従 っ て 、 断 熱 ケ ー ス の 内  
部 に 配 置 し た 機 器 類 の メ ン テ ナ ン ス を 簡 便 に 行 え る よ う に し た 冷 却 庫 を 提 供 す る こ と に あ  
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 に 係 る 冷 却 庫 は 、 被 冷 却 物 が 収 納 さ れ る 冷 却 室 １ と 、 冷 却 室 １ に 隣 接 し て 設 け ら れ  
た 機 器 室 ３ と を 備 え る 。 機 器 室 ３ に は 、 凝 縮 機 器 ２ Ａ と 、 蒸 発 機 器 ２ Ｂ と 、 各 機 器 ２ Ａ ・  
２ Ｂ の 制 御 を 担 う 制 御 部 ２ ５ と が 配 置 さ れ て い る 。 蒸 発 機 器 ２ Ｂ は 、 蒸 発 器 ２ ０ と 、 蒸 発  
器 ２ ０ に 付 着 の 霜 を 除 く 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ と 、 蒸 発 器 ２ ０ の 温 度 状 態 を 検 知 す る 温 度 セ  
ン サ ー ２ ４ と 、 こ れ ら 各 機 器 を 収 納 す る 断 熱 ケ ー ス １ ６ と 、 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 対 し て 着 脱  
可 能 に 構 成 さ れ て 、 該 断 熱 ケ ー ス １ ６ の 内 部 を 蒸 発 器 ２ ０ 、 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ 、 お よ び  
温 度 セ ン サ ー ２ ４ が 収 容 さ れ る 下 方 側 の 入 口 室 １ ７ と 、 上 方 側 の 出 口 室 １ ８ と に 区 分 す る  
区 分 パ ネ ル １ ９ と を 備 え る 。 区 分 パ ネ ル １ ９ は 、 蒸 発 器 ２ ０ の 上 面 を 覆 う よ う に 配 置 さ れ  
た 上 区 分 壁 ４ １ を 備 え て お り 、 装 着 状 態 に お い て 、 該 上 区 分 壁 ４ １ の 外 周 の 一 辺 で あ る 掛  
止 縁 ４ ３ が 断 熱 ケ ー ス １ ６ の パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に 接 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 区 分 パ ネ  
ル １ ９ と 断 熱 ケ ー ス １ ６ と の 間 に は 、 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ か ら 制 御 部 ２ ５ に 至 る コ ー ド ５  
２ （ ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ ） と 、 温 度 セ ン サ ー ２ ４ か ら 制 御 部 ２ ５ に 至 る コ ー ド ５ ２ （ ５ ２ ｃ ）  
と を 、 入 口 室 １ ７ か ら 出 口 室 １ ８ に 引 き 出 す た め の 通 線 構 造 が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 通  
線 構 造 が 、 パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に 設 け ら れ て 、 出 口 室 １ ８ と 入 口 室 １ ７ と を 連 通 す る と と も  
に 、 区 分 パ ネ ル １ ９ の 装 着 時 に お い て 掛 止 縁 ４ ３ に よ り 封 鎖 さ れ な い 溝 開 口 ４ ７ ａ を 有 す  
る 通 線 溝 ４ ７ で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 区 分 壁 ４ １ の 掛 止 縁 ４ ３ に は 、 切 欠 き 部 ４ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 断 熱 ケ ー ス １ ６ の 掛 止  
縁 ４ ３ に 対 向 す る パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に は 、 切 欠 き 部 ４ ２ の 周 縁 壁 を 支 持 す る 掛 止 壁 ４ ５ が  
設 け ら れ て お り 、 掛 止 壁 ４ ５ に 通 線 溝 ４ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
通 線 溝 ４ ７ が 掛 止 壁 ４ ５ か ら 入 口 室 １ ７ へ 向 か っ て 下 り 傾 斜 す る 傾 斜 溝 で 形 成 さ れ て お り  
、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 装 着 し た 状 態 に お い て 、 上 方 視 に お い て 切 欠 き 部 ４  
２ の 切 欠 縁 ４ ２ ａ が 通 線 溝 ４ ７ の 溝 開 口 ４ ７ ａ と 交 差 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
断 熱 ケ ー ス １ ６ は 、 左 右 方 向 の い ず れ か 一 方 に 開 口 を 有 す る と と も に 、 左 右 方 向 の 他 方 に  
パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ が 形 成 さ れ て お り 、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 対 し て 左 右 方 向  
に 引 き 出 し 操 作 す る こ と で 、 該 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 対 し て 区 分 パ ネ ル １ ９ を 取 り 外 す こ と が  
で き る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 上 区 分 壁 ４ １ の 掛 止 縁 ４ ３ の 前 後 方 向 の 両 隅 部 の そ れ ぞ れ  
に 、 切 欠 き 部 ４ ２ ・ ４ ２ が 切 欠 き 形 成 さ れ て お り 、 切 欠 き 部 ４ ２ ・ ４ ２ に 対 応 し て 、 断 熱  
ケ ー ス １ ６ の パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ 前 後 両 端 の そ れ ぞ れ に 掛 止 壁 ４ ５ ・ ４ ５ が 形 成 さ れ 、 各 掛  
止 壁 ４ ５ に 通 線 溝 ４ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
装 着 姿 勢 に お け る 区 分 パ ネ ル １ ９ の 掛 止 縁 ４ ３ よ り も 上 方 側 に 位 置 す る 断 熱 ケ ー ス １ ６ の  
パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に 、 コ ー ド ５ ２ の 中 途 部 を 掛 止 保 持 す る た め の コ ー ド 支 持 爪 ５ ４ が 形 成  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
区 分 パ ネ ル １ ９ は 、 蒸 発 器 ２ ０ の 左 右 方 向 の 側 面 を 覆 う 区 分 側 壁 ４ ０ を 備 え 、 断 熱 ケ ー ス  
１ ６ の パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に 、 上 区 分 壁 ４ １ の 掛 止 縁 ４ ３ を 係 合 保 持 す る 掛 止 部 ４ ４ が 設 け  
ら れ て お り 、 前 後 の 各 掛 止 壁 ４ ５ に は 、 切 欠 き 部 ４ ２ の 切 欠 縁 ４ ２ ａ を 位 置 決 め し た 状 態  
で 、 該 切 欠 縁 ４ ２ ａ を ス ラ イ ド 案 内 す る ガ イ ド リ ブ ４ ６ が 形 成 さ れ て お り 、 掛 止 縁 ４ ３ が  
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断 熱 ケ ー ス １ ６ の 掛 止 部 ４ ４ で 上 下 に 位 置 決 め さ れ 、 か つ 切 欠 縁 ４ ２ ａ が ガ イ ド リ ブ ４ ６  
で 前 後 に 位 置 決 め さ れ た 状 態 で 掛 止 壁 ４ ５ に 支 持 さ れ て 、 区 分 側 壁 ４ ０ の 前 後 が 断 熱 ケ ー  
ス １ ６ に ね じ 体 ６ ６ で 締 結 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
断 熱 ケ ー ス １ ６ の パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に 形 成 さ れ る 掛 止 部 ４ ４ が 、 前 後 方 向 に 走 る 凹 溝 で 形  
成 さ れ て お り 、 区 分 側 壁 ４ ０ が 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 締 結 固 定 さ れ た 状 態 に お い て 、 上 区 分 壁  
４ １ の 掛 止 縁 ４ ３ が 掛 止 部 ４ ４ の 凹 溝 を 構 成 す る 上 下 の 溝 壁 で 上 下 動 不 能 に 位 置 決 め 保 持  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
断 熱 ケ ー ス １ ６ の 前 後 壁 １ ６ ｅ ・ １ ６ ｆ の そ れ ぞ れ に は 、 蒸 発 器 ２ ０ を 支 持 す る 支 持 リ ブ  
６ ０ が 設 け ら れ て お り 、 蒸 発 器 ２ ０ の 冷 媒 配 管 の 前 後 の 屈 曲 部 ６ ３ ・ ６ ４ の 下 面 が 支 持 リ  
ブ ６ ０ で 支 持 さ れ る こ と で 、 蒸 発 器 ２ ０ が 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 位 置 決 め 装 着 さ れ て お り 、 区  
分 パ ネ ル １ ９ の 区 分 側 壁 ４ ０ が 、 前 後 の 支 持 リ ブ ６ ０ の 突 端 に 設 け ら れ た ね じ ボ ス ６ ２ に  
ね じ 体 ６ ６ で 締 結 固 定 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 冷 却 庫 で は 、 入 口 室 １ ７ か ら 出 口 室 １ ８ に コ ー ド ５ ２ （ ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ ・ ５ ２ ｃ  
） を 引 き 出 す た め の 通 線 構 造 を 、 パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に 設 け ら れ て 、 出 口 室 １ ８ と 入 口 室 １  
７ と を 連 通 す る と と も に 、 区 分 パ ネ ル １ ９ の 装 着 時 に お い て 掛 止 縁 ４ ３ に よ り 封 鎖 さ れ な  
い 溝 開 口 ４ ７ ａ を 有 す る 通 線 溝 ４ ７ で 構 成 す る 。 こ れ に よ れ ば 、 当 該 通 線 溝 ４ ７ の 掛 止 縁  
４ ３ に よ り 封 鎖 さ れ な い 溝 開 口 ４ ７ ａ を 介 し て コ ー ド ５ ２ を 入 口 室 １ ７ か ら 出 口 室 １ ８ に  
引 き 出 す こ と で 、 コ ー ド ５ ２ と 接 触 す る こ と な く 、 ま た 各 コ ー ド ５ ２ に 邪 魔 さ れ る こ と も  
な く 、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 対 し て 着 脱 す る こ と が 可 能 と な る 。 以 上 よ り 、  
本 発 明 の 冷 却 庫 に よ れ ば 、 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 対 し て 区 分 パ ネ ル １ ９ を よ り 容 易 に 着 脱 す る  
こ と が で き る の で 、 断 熱 ケ ー ス １ ６ の 内 部 に 配 置 し た 機 器 類 の メ ン テ ナ ン ス を よ り 簡 便 に  
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 区 分 壁 ４ １ の 掛 止 縁 ４ ３ に 切 欠 き 部 ４ ２ を 形 成 し 、 断 熱 ケ ー ス １ ６ の 掛 止 縁 ４ ３ に 対 向  
す る パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に 切 欠 き 部 ４ ２ の 周 縁 壁 を 支 持 す る 掛 止 壁 ４ ５ を 設 け 、 こ の 掛 止 壁  
４ ５ に 通 線 溝 ４ ７ を 形 成 す る 。 こ の よ う に 区 分 パ ネ ル １ ９ の 切 欠 き 部 ４ ２ の 周 縁 壁 を 支 持  
す る 断 熱 ケ ー ス １ ６ の 掛 止 壁 ４ ５ に 通 線 溝 ４ ７ が 形 成 さ れ て い る と 、 区 分 パ ネ ル １ ９ の 支  
持 構 造 と 通 線 構 造 と を 集 約 化 す る こ と が で き る の で 、 両 構 造 を 別 部 材 で 構 成 す る 場 合 に 比  
べ て 、 部 品 構 成 の 簡 素 化 を 図 っ て 、 製 造 コ ス ト の 低 減 化 に 貢 献 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
通 線 溝 ４ ７ が 掛 止 壁 ４ ５ か ら 入 口 室 １ ７ へ 向 か っ て 下 り 傾 斜 す る 傾 斜 溝 で 形 成 さ れ て お り  
、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 装 着 し た 状 態 に お い て 、 上 方 視 に お い て 切 欠 き 部 ４  
２ の 切 欠 縁 ４ ２ ａ が 通 線 溝 ４ ７ の 溝 開 口 ４ ７ ａ と 交 差 し て い る と 、 通 線 溝 ４ ７ に 装 着 し た  
各 コ ー ド ５ ２ が 切 欠 縁 ４ ２ ａ に 接 触 す る の を 避 け な が ら 、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 断 熱 ケ ー ス １  
６ に 着 脱 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 区 分 パ ネ ル １ ９ の 装 着 時 に お い て 、 溝 開 口 ４ ７ ａ の  
一 部 を 切 欠 き 部 ４ ２ の 切 欠 縁 ４ ２ ａ で 封 止 す る こ と が で き る の で 、 こ れ ら 通 線 溝 ４ ７ と 切  
欠 き 部 ４ ２ と を 介 し て 入 口 室 １ ７ の 空 気 が 出 口 室 １ ８ に 漏 れ 出 る シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト の 発  
生 を よ り 小 さ く し て 、 蒸 発 機 器 ２ Ｂ を よ り 適 正 な 状 態 で 作 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
区 分 パ ネ ル １ ９ を 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 対 し て 左 右 方 向 に 引 き 出 し 操 作 す る こ と で 、 区 分 パ ネ  
ル １ ９ を 取 り 外 す こ と が で き る よ う に 構 成 し 、 上 区 分 壁 ４ １ の 掛 止 縁 ４ ３ の 前 後 方 向 の 両  
隅 部 の そ れ ぞ れ に 、 切 欠 き 部 ４ ２ ・ ４ ２ を 切 欠 き 形 成 し 、 切 欠 き 部 ４ ２ ・ ４ ２ に 対 応 し て  
、 断 熱 ケ ー ス １ ６ の パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ の 前 後 両 端 の そ れ ぞ れ に 掛 止 壁 ４ ５ ・ ４ ５ を 形 成 し  
、 各 掛 止 壁 ４ ５ に 通 線 溝 ４ ７ を 形 成 す る 。 こ れ に よ れ ば 、 前 後 方 向 の 両 端 部 に 通 線 構 造 を  
形 成 す る の で 、 前 後 の 両 通 線 構 造 を 介 し て 、 入 口 室 １ ７ か ら 出 口 室 １ ８ に コ ー ド ５ ２ を 引  
き 出 す こ と が 可 能 と な り 、 通 線 構 造 を 一 個 所 と す る 場 合 に 比 べ て 、 蒸 発 器 ２ ０ を 避 け な が  
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ら 、 入 口 室 １ ７ 内 に お け る コ ー ド ５ ２ の 引 き 回 し 長 さ を 最 短 化 す る こ と が で き る 。 し た が  
っ て 、 入 口 室 １ ７ 内 に お け る コ ー ド ５ ２ の 配 線 構 造 を 適 正 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
装 着 姿 勢 に お け る 区 分 パ ネ ル １ ９ の 掛 止 縁 ４ ３ よ り も 上 方 側 に 位 置 す る 断 熱 ケ ー ス １ ６ の  
パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に 、 コ ー ド ５ ２ の 中 途 部 を 掛 止 保 持 す る た め の コ ー ド 支 持 爪 ５ ４ が 形 成  
さ れ て い る と 、 コ ー ド ５ ２ を コ ー ド 支 持 爪 ５ ４ で 位 置 保 持 す る こ と が で き る の で 、 外 部 振  
動 を 受 け て コ ー ド ５ ２ の 配 線 構 造 が 乱 れ る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
断 熱 ケ ー ス １ ６ の パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に 、 上 区 分 壁 ４ １ の 掛 止 縁 ４ ３ を 係 合 保 持 す る 掛 止 部  
４ ４ を 設 け 、 前 後 の 各 掛 止 壁 ４ ５ に は 、 切 欠 き 部 ４ ２ の 切 欠 縁 ４ ２ ａ を 位 置 決 め し た 状 態  
で 、 該 切 欠 縁 ４ ２ ａ を ス ラ イ ド 案 内 す る ガ イ ド リ ブ ４ ６ を 形 成 し 、 掛 止 縁 ４ ３ を 断 熱 ケ ー  
ス １ ６ の 掛 止 部 ４ ４ で 上 下 に 位 置 決 め し 、 か つ 切 欠 縁 ４ ２ ａ を ガ イ ド リ ブ ４ ６ で 前 後 に 位  
置 決 め さ れ た 状 態 で 掛 止 壁 ４ ５ に 支 持 し て 、 区 分 側 壁 ４ ０ の 前 後 を 断 熱 ケ ー ス １ ６ に ね じ  
体 ６ ６ で 締 結 固 定 す る と 、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 対 し て 上 下 左 右 前 後 に 正 し  
く 位 置 決 め し た 状 態 で 確 り と 組 付 け る こ と が で き る 。 ま た 、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 正 し く 位 置  
決 め し た 状 態 で 組 付 け る こ と に よ り 、 区 分 パ ネ ル １ ９ の 前 後 縁 と 断 熱 ケ ー ス １ ６ の 前 後 壁  
１ ６ ｅ ・ １ ６ ｆ の 間 や 、 上 区 分 壁 ４ １ の 掛 止 縁 ４ ３ と 断 熱 ケ ー ス １ ６ の パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ  
の 間 に 隙 間 が 生 じ る の を 解 消 で き る の で 、 断 熱 ケ ー ス １ ６ の 内 部 に お け る シ ョ ー ト サ ー キ  
ッ ト の 発 生 を 一 掃 し て 、 蒸 発 機 器 ２ Ｂ を 常 に 適 正 な 状 態 で 作 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
断 熱 ケ ー ス １ ６ の パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に 形 成 さ れ る 掛 止 部 ４ ４ が 、 前 後 方 向 に 走 る 凹 溝 で 形  
成 さ れ て お り 、 区 分 側 壁 ４ ０ が 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 締 結 固 定 さ れ た 状 態 に お い て 、 上 区 分 壁  
４ １ の 掛 止 縁 ４ ３ が 掛 止 部 ４ ４ の 凹 溝 を 構 成 す る 上 下 の 溝 壁 で 上 下 動 不 能 に 位 置 決 め 保 持  
さ れ て い る と 、 上 区 分 壁 ４ １ の 掛 止 縁 ４ ３ が 掛 止 部 ４ ４ の 溝 壁 に 嵌 り 込 ん だ 状 態 で 、 上 区  
分 壁 ４ １ を 位 置 決 め で き る の で 、 パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ と 掛 止 縁 ４ ３ の 間 に 隙 間 を 生 じ る 余 地  
が な く 、 し た が っ て 、 断 熱 ケ ー ス １ ６ の 内 部 に お け る シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト の 発 生 を さ ら に  
確 実 に 解 消 で き る 。 ま た 、 上 区 分 壁 ４ １ の 仕 上 が り 寸 法 に 僅 か な ば ら つ き が あ っ た と し て  
も 、 寸 法 の ば ら つ き を 前 後 溝 か ら な る 掛 止 部 ４ ４ で 吸 収 で き る の で 、 パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ と  
掛 止 縁 ４ ３ の 間 に 隙 間 が 生 じ る の を さ ら に 確 実 に 解 消 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
断 熱 ケ ー ス １ ６ の 前 後 壁 １ ６ ｅ ・ １ ６ ｆ の そ れ ぞ れ に は 、 蒸 発 器 ２ ０ を 支 持 す る 支 持 リ ブ  
６ ０ が 設 け ら れ て お り 、 蒸 発 器 ２ ０ の 冷 媒 配 管 の 前 後 の 屈 曲 部 ６ ３ ・ ６ ４ の 下 面 が 支 持 リ  
ブ ６ ０ で 支 持 さ れ る こ と で 、 蒸 発 器 ２ ０ が 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 位 置 決 め 装 着 さ れ て お り 、 区  
分 パ ネ ル １ ９ の 区 分 側 壁 ４ ０ が 、 前 後 の 支 持 リ ブ ６ ０ の 突 端 に 設 け ら れ た ね じ ボ ス ６ ２ に  
ね じ 体 ６ ６ で 締 結 固 定 さ れ て い る と 、 蒸 発 器 ２ ０ を 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 対 し て 正 し く 位 置 決  
め し た 状 態 で 組 付 け る こ と が で き る の は も ち ろ ん 、 蒸 発 器 ２ ０ を 支 持 す る 支 持 リ ブ ６ ０ を  
利 用 し て 、 そ の 突 端 に 設 け た ね じ ボ ス ６ ２ に 区 分 側 壁 ４ ０ の 前 後 を ね じ 体 ６ ６ で 締 結 固 定  
で き る 。 し た が っ て 、 別 途 区 分 側 壁 ４ ０ を 締 結 す る た め の 専 用 の ね じ ボ ス を 設 け る 場 合 に  
比 べ て 、 断 熱 ケ ー ス １ ６ の 内 部 構 造 を 簡 素 化 し て 、 そ の 分 だ け 断 熱 ケ ー ス １ ６ の 製 造 コ ス  
ト を 削 減 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 蒸 発 機 器 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 に 係 る 冷 蔵 庫 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 に 係 る 冷 蔵 庫 の 機 器 室 の 内 部 を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 に 係 る 冷 蔵 庫 の 蒸 発 機 器 を 示 す 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 に 係 る 冷 却 ユ ニ ッ ト を 機 器 室 か ら 取 外 し た 状 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 に 係 る 蒸 発 機 器 を 示 す 分 解 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 に 係 る 蒸 発 機 器 を 分 解 し た 状 態 で 示 す 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ ２ ３ 】
（ 実 施 例 ） 図 １ な い し 図 ７ は 本 発 明 の 冷 却 庫 を コ ー ル ド テ ー ブ ル 型 の 冷 蔵 庫 に 適 用 し た 実  
施 例 を 示 す 。 本 実 施 例 に お け る 前 後 、 左 右 、 上 下 と は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す 交 差 矢 印 と  
、 各 矢 印 の 近 傍 に 表 記 し た 前 後 、 左 右 、 上 下 の 表 示 に 従 う 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 冷 蔵 庫 は  
四 角 箱 状 に 構 成 さ れ て 、 そ の 内 部 の 右 半 側 に 被 冷 却 物 が 収 納 さ れ る 冷 蔵 室 （ 冷 却 室 ） １ が  
区 画 さ れ 、 冷 蔵 室 １ の 左 に 冷 却 ユ ニ ッ ト ２ を 収 容 す る 機 器 室 ３ が 設 け ら れ て い る 。 冷 蔵 室  
１ は 断 熱 壁 で 囲 ま れ て お り 、 前 面 の 開 口 が 揺 動 開 閉 す る ド ア ４ で 塞 が れ て い る 。 同 様 に 、  
機 器 室 ３ の 前 開 口 は 着 脱 可 能 な 機 器 室 パ ネ ル ５ で 塞 が れ て い る 。 機 器 室 パ ネ ル ５ の 上 部 に  
は 、 冷 却 ユ ニ ッ ト ２ の 運 転 状 態 を 制 御 す る 制 御 パ ネ ル ６ が 配 置 さ れ て お り 、 同 パ ネ ル ５ の  
下 部 に は 、 機 器 室 ３ の 内 部 に 冷 却 風 を 取 り 入 れ る た め の ル ー バ ー 構 造 ７ が 開 口 さ れ て い る  
。 冷 蔵 室 １ の 底 面 に は 排 水 ト ラ ッ プ ８ と 排 水 ホ ー ス ９ が 設 け ら れ て お り 、 冷 蔵 室 １ 内 の ド  
レ ン 水 と 機 器 室 ３ 内 の ド レ ン 水 は 、 排 水 ト ラ ッ プ ８ で 受 止 め ら れ た の ち 、 排 水 ホ ー ス ９ を  
介 し て 排 水 路 に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ３ に お い て 、 冷 却 ユ ニ ッ ト ２ は 凝 縮 機 器 ２ Ａ と 蒸 発 機 器 ２ Ｂ と で 構 成 さ れ て お り 、 両 機  
器 ２ Ａ ・ ２ Ｂ は 一 体 化 さ れ て ユ ニ ッ ト ベ ー ス １ ０ 上 に 設 け ら れ て い る 。 ユ ニ ッ ト ベ ー ス １  
０ は 、 機 器 室 ３ の 底 壁 の 左 右 に 固 定 し た ガ イ ド 枠 で 出 し 入 れ 可 能 に 案 内 支 持 さ れ て い る の  
で 、 冷 却 ユ ニ ッ ト ２ は 、 機 器 室 ３ 内 に 収 容 さ れ る 後 方 側 の 運 転 位 置 と 、 図 ５ に 示 す よ う に  
機 器 室 ３ か ら 前 方 側 へ 引 き 出 さ れ た メ ン テ ナ ン ス 位 置 と の 間 で 、 前 後 方 向 に 出 し 入 れ で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
凝 縮 機 器 ２ Ａ は 、 ユ ニ ッ ト ベ ー ス １ ０ に 固 定 さ れ る 圧 縮 機 １ ３ ・ 凝 縮 器 １ ４ お よ び 送 風 フ  
ァ ン １ ５ な ど で 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 蒸 発 機 器 ２ Ｂ は 、 四 角 箱 状 の 断 熱 ケ ー ス １ ６ と 、  
断 熱 ケ ー ス １ ６ の 内 部 を 入 口 室 １ ７ と 出 口 室 １ ８ に 区 分 す る 区 分 パ ネ ル １ ９ と 、 入 口 室 １  
７ に 収 容 さ れ る 蒸 発 器 ２ ０ お よ び 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ と 、 区 分 パ ネ ル １ ９ の 通 風 口 ２ ２ に  
装 着 さ れ る 循 環 フ ァ ン ２ ３ と 、 蒸 発 器 ２ ０ の 温 度 状 態 を 検 知 す る 温 度 セ ン サ ー ２ ４ を 備 え  
て い る 。 断 熱 ケ ー ス １ ６ は 凝 縮 機 器 ２ Ａ に 設 け た 支 持 構 造 で 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
断 熱 ケ ー ス １ ６ は 、 そ れ ぞ れ プ ラ ス チ ッ ク 成 型 品 か ら な る 外 ケ ー ス １ ６ ａ お よ び 内 ケ ー ス  
１ ６ ｂ の 間 に 発 泡 断 熱 材 １ ６ ｃ を 充 填 し て 構 成 さ れ て お り 、 外 ケ ー ス １ ６ ａ の 前 面 に 、 凝  
縮 機 器 ２ Ａ を 構 成 す る 各 機 器 と 、 蒸 発 機 器 ２ Ｂ を 構 成 す る 各 機 器 の 制 御 を 担 う 制 御 箱 （ 制  
御 部 ） ２ ５ が 固 定 さ れ て い る 。 冷 却 ユ ニ ッ ト ２ お よ び ユ ニ ッ ト ベ ー ス １ ０ が 、 機 器 室 ３ 内  
の 運 転 位 置 に 収 容 さ れ た 状 態 （ 図 ３ の 状 態 ） で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 断 熱 ケ ー ス １ ６ の  
吹 出 口 ２ ６ を 含 む 接 続 部 ２ ７ が 、 冷 蔵 室 １ 側 の 断 熱 壁 に へ こ み 形 成 し た 接 続 凹 部 ２ ８ に 嵌  
ま り 込 ん で 、 吹 出 口 ２ ６ が 断 熱 壁 に 設 け た ル ー バ ー 口 ２ ９ と 正 対 し て い る 。 循 環 フ ァ ン ２  
３ に 吸 込 ま れ た 冷 蔵 室 １ 内 の 冷 気 は 、 断 熱 壁 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 冷 気 通 路 ３ ０ を 介 し て 入  
口 室 １ ７ へ 流 入 し 、 蒸 発 器 ２ ０ を 通 過 す る 間 に 冷 却 さ れ た の ち 、 吹 出 口 ２ ６ か ら ル ー バ ー  
口 ２ ９ を 介 し て 冷 蔵 室 １ 内 へ 放 出 さ れ る 。 符 号 ３ １ は 断 熱 ケ ー ス １ ６ を 移 動 不 能 に 保 持 し  
て 、 接 続 部 ２ ７ が 接 続 凹 部 ２ ８ か ら 抜 け 出 る の を 防 ぐ 保 持 枠 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
蒸 発 器 ２ ０ の 下 方 に は 、 内 ケ ー ス １ ６ ｂ と 一 体 の ド レ ン パ ン ３ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の  
ド レ ン パ ン ３ ３ と 先 に 説 明 し た 排 水 ト ラ ッ プ ８ の 間 に 、 蒸 発 器 ２ ０ か ら ド レ ン パ ン ３ ３ に  
流 下 し た ド レ ン 水 を 排 出 す る 排 水 構 造 が 設 け ら れ て い る 。 排 水 構 造 は 、 ド レ ン パ ン ３ ３ か  
ら 導 出 さ れ る 内 ド レ ン ホ ー ス ３ ４ と 、 機 器 室 ３ の 底 壁 か ら 庫 外 へ 導 出 さ れ て 排 水 ト ラ ッ プ  
８ に 接 続 さ れ る 外 ド レ ン ホ ー ス ３ ５ と 、 内 ド レ ン ホ ー ス ３ ４ の 導 出 端 に 接 続 さ れ る 排 水 ソ  
ケ ッ ト ３ ６ と 、 外 ド レ ン ホ ー ス ３ ５ が 接 続 さ れ る 排 水 受 ３ ７ と を 備 え て い る 。 排 水 ソ ケ ッ  
ト ３ ６ は ユ ニ ッ ト ベ ー ス １ ０ に 固 定 さ れ て お り 、 冷 却 ユ ニ ッ ト ２ が 機 器 室 ３ の 前 部 に 引 き  
出 さ れ る と き 、 排 水 ソ ケ ッ ト ３ ６ は ユ ニ ッ ト ベ ー ス １ ０ に 同 行 し て 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
区 分 パ ネ ル １ ９ は 、 蒸 発 器 ２ ０ の 側 面 を 覆 う 区 分 側 壁 ４ ０ と 、 区 分 側 壁 ４ ０ に 連 続 し て 蒸  
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発 器 ２ ０ の 上 面 を 覆 う 上 区 分 壁 ４ １ と を 備 え て お り 、 上 区 分 壁 ４ １ の 前 後 隅 部 に 通 線 部 （  
切 欠 き 部 ） ４ ２ が 四 角 形 状 に 切 欠 き 形 成 さ れ て い る 。 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 右 方 に 位 置 す る パ  
ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ の 上 部 に 、 上 区 分 壁 ４ １ の 側 端 （ 右 端 ） の 掛 止 縁 ４ ３ を 係 合 保 持 す る 掛 止  
部 ４ ４ が 設 け ら れ て い る 。 掛 止 部 ４ ４ は 、 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に 沿 っ て 凹  
み 形 成 さ れ た 前 後 溝 で 形 成 さ れ て い る 。 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ の 前 後 に は 、  
通 線 部 ４ ２ の 周 縁 壁 を 支 持 す る 掛 止 壁 ４ ５ が 設 け ら れ て お り 、 各 掛 止 壁 ４ ５ は 、 内 ケ ー ス  
１ ６ ｂ の 前 後 壁 １ ６ ｅ ・ １ ６ ｆ に そ れ ぞ れ 連 続 し て い る 。 前 後 の 掛 止 壁 ４ ５ に は 、 通 線 部  
４ ２ の 切 欠 縁 ４ ２ ａ を 前 後 に 位 置 決 め し た 状 態 で ス ラ イ ド 案 内 す る ガ イ ド リ ブ ４ ６ が 形 成  
さ れ て い る 。 さ ら に 前 後 の 掛 止 壁 ４ ５ に は 、 通 線 部 ４ ２ と 入 口 室 １ ７ を 連 通 す る 通 線 溝 ４  
７ が 、 掛 止 壁 ４ ５ か ら 入 口 室 １ ７ へ 向 か っ て 下 り 傾 斜 す る 状 態 で 形 成 さ れ て い る 。 通 線 溝  
４ ７ に は 、 上 方 視 で 左 右 横 長 の 溝 開 口 ４ ７ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 区 分 パ ネ ル １ ９ は 断 熱 ケ  
ー ス １ ６ に 対 し て 、 上 区 分 壁 ４ １ の 掛 止 縁 ４ ３ が 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 掛 止 部 ４ ４ で 上 下 に 位  
置 決 め さ れ 、 通 線 部 ４ ２ の 切 欠 縁 ４ ２ ａ が 掛 止 壁 ４ ５ に 支 持 さ れ て 、 切 欠 縁 ４ ２ ａ が ガ イ  
ド リ ブ ４ ６ で 前 後 に 位 置 決 め さ れ た 状 態 で 装 着 さ れ る 。 こ の 装 着 状 態 で 、 区 分 側 壁 ４ ０ の  
前 後 が 内 ケ ー ス １ ６ ｂ に 着 脱 可 能 に 締 結 固 定 さ れ る 。 ま た 、 こ の 装 着 状 態 で 、 上 方 視 に お  
い て 通 線 部 ４ ２ の 切 欠 縁 ４ ２ ａ は 通 線 溝 ４ ７ の 溝 開 口 ４ ７ ａ と 交 差 し て お り 、 当 該 溝 開 口  
４ ７ ａ の 全 部 は 切 欠 縁 ４ ２ ａ で 封 鎖 さ れ な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
循 環 フ ァ ン ２ ３ 、 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ お よ び 温 度 セ ン サ ー ２ ４ と 、 断 熱 ケ ー ス １ ６ の 前 方  
に 配 置 し た 制 御 箱 ２ ５ と は 、 図 １ に 示 す よ う に 制 御 箱 ２ ５ か ら 出 口 室 １ ８ に 導 入 さ れ た フ  
ァ ン コ ー ド ５ １ と 一 対 の ヒ ー タ ー コ ー ド ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ （ コ ー ド ５ ２ ） と セ ン サ ー コ ー ド  
５ ２ ｃ （ コ ー ド ５ ２ ） を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら の コ ー ド 類 の 配 線 構 造 を 簡 素 化 す  
る た め に 、 先 の よ う に 区 分 パ ネ ル １ ９ に 通 線 部 ４ ２ を 設 け 、 前 後 の 掛 止 壁 ４ ５ に 通 線 溝 ４  
７ を 形 成 し 、 さ ら に 掛 止 部 ４ ４ の 上 側 の 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 上 部 に 沿 っ て 、 ４ 個 の コ ー ド 支  
持 爪 ５ ４ を 突 設 し て い る 。 フ ァ ン コ ー ド ５ １ は 上 区 分 壁 ４ １ の 上 面 に 沿 っ て 配 線 さ れ て 、  
循 環 フ ァ ン ２ ３ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 前 側 の ヒ ー タ ー コ ー ド ５ ２ ａ と セ ン サ ー コ ー ド  
５ ２ ｃ は 、 前 側 の 通 線 溝 ４ ７ か ら 入 口 室 １ ７ に 導 入 さ れ て 、 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ お よ び 温  
度 セ ン サ ー ２ ４ に 接 続 さ れ て お り 、 後 側 の ヒ ー タ ー コ ー ド ５ ２ ｂ は 、 コ ー ド 支 持 爪 ５ ４ に  
掛 止 さ れ て 出 口 室 １ ８ の 後 部 へ 案 内 さ れ 、 後 側 の 通 線 溝 ４ ７ か ら 入 口 室 １ ７ 内 へ 導 入 さ れ  
て 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ４ に 示 す よ う に コ ー ド 支 持 爪 ５ ４ は 、 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ の 上 部 か ら 斜  
め 上 向 き に 膨 出 さ れ る 部 分 円 弧 状 の コ ー ド 受 壁 ５ ５ と 、 コ ー ド 受 壁 ５ ５ の 上 端 か ら 内 ケ ー  
ス １ ６ ｂ の 側 壁 に 向 か っ て 張 り 出 さ れ る 抜 止 め 壁 ５ ６ と を 備 え て い る 。 抜 止 め 壁 ５ ６ と 、  
内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 上 壁 の 間 に は コ ー ド 隙 間 ５ ７ が 設 け ら れ て お り 、 こ の コ ー ド 隙 間 ５ ７ か  
ら 後 側 の ヒ ー タ ー コ ー ド ５ ２ ｂ を コ ー ド 支 持 爪 ５ ４ に 掛 止 し 、 あ る い は 取 外 す こ と が で き  
る 。 コ ー ド 支 持 爪 ５ ４ と 、 先 に 説 明 し た 掛 止 部 ４ ４ 、 掛 止 壁 ４ ５ 、 ガ イ ド リ ブ ４ ６ 、 お よ  
び 通 線 溝 ４ ７ は 、 い ず れ も 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 成 型 時 に 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 先 に 説 明  
し た 掛 止 部 ４ ４ は 、 コ ー ド 支 持 爪 ５ ４ よ り 下 側 の パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
入 口 室 １ ７ に 収 容 し た 蒸 発 器 ２ ０ と 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ を 位 置 決 め し た 状 態 で 支 持 す る た  
め に 、 図 ６ に 示 す よ う に 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 前 後 壁 １ ６ ｅ ・ １ ６ ｆ に 沿 っ て 蒸 発 器 ２ ０ を 支  
持 す る ３ 個 の 支 持 リ ブ ６ ０ が 突 設 さ れ て お り 、 さ ら に 、 支 持 リ ブ ６ ０ よ り 下 側 に 除 霜 用 ヒ  
ー タ ー ２ １ を 支 持 す る ２ 個 の ね じ ボ ス ６ １ が 突 設 さ れ て い る 。 ま た 、 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 前  
壁 の 支 持 リ ブ ６ ０ の 突 端 と 、 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 後 壁 上 側 の 支 持 リ ブ ６ ０ の 突 端 に は 、 区 分  
パ ネ ル １ ９ の 区 分 側 壁 ４ ０ を 締 結 す る た め の ね じ ボ ス ６ ２ が 突 設 さ れ て い る 。 蒸 発 器 ２ ０  
は 、 最 下 段 の 冷 媒 配 管 の 前 屈 曲 部 ６ ３ の 下 面 が 前 壁 の 支 持 リ ブ ６ ０ で 支 持 さ れ 、 上 段 お よ  
び 中 段 の 後 屈 曲 部 ６ ４ の 下 面 が 後 壁 の 上 下 の 支 持 リ ブ ６ ０ で 支 持 さ れ て 位 置 決 め さ れ て い  
る 。 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ は 蒸 発 器 ２ ０ の 下 空 間 に 配 置 さ れ て 、 そ の 前 後 端 を 支 持 す る ヒ ー  
タ ー ホ ル ダ ー ６ ５ が 入 口 室 １ ７ の 下 部 に 設 け た ね じ ボ ス ６ １ に 締 結 固 定 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
蒸 発 器 ２ ０ と 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ を 支 持 リ ブ ６ ０ お よ び ね じ ボ ス ６ １ で 支 持 し た の ち 、 区  
分 パ ネ ル １ ９ の 掛 止 縁 ４ ３ を 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 掛 止 部 ４ ４ に 係 合 し 、 区 分 側 壁 ４ ０ を ね じ  
ボ ス ６ ２ に あ て が っ た 状 態 で 、 ビ ス （ ね じ 体 ） ６ ６ を ね じ ボ ス ６ ２ に ね じ 込 む こ と に よ り  
、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 内 ケ ー ス １ ６ ｂ に 位 置 決 め 固 定 で き る 。 ま た 、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 内 ケ  
ー ス １ ６ ｂ か ら 取 外 し た 状 態 で は 、 前 後 の 通 線 溝 ４ ７ の 溝 開 口 ４ ７ ａ が 開 放 さ れ る の で 、  
通 線 溝 ４ ７ を 通 る 一 対 の ヒ ー タ ー コ ー ド ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ と セ ン サ ー コ ー ド ５ ２ ｃ の 配 線 作  
業 と 、 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ お よ び 温 度 セ ン サ ー ２ ４ に 対 す る 各 コ ー ド ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ ・ ５  
２ ｃ の 結 線 作 業 を 簡 便 に 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
冷 却 ユ ニ ッ ト ２ の メ ン テ ナ ン ス を 行 う 場 合 に は 、 図 示 し て い な い 蒸 発 機 器 ２ Ｂ 用 の 締 結 構  
造 を 開 放 し 保 持 枠 ３ １ を 取 外 し て 、 蒸 発 機 器 ２ Ｂ を 図 ４ に お い て 左 側 へ 移 動 さ せ た 状 態 で  
、 断 熱 ケ ー ス １ ６ の 接 続 部 ２ ７ を 接 続 凹 部 ２ ８ の 外 へ 抜 き 出 す 。 こ の 状 態 で 、 ユ ニ ッ ト ベ  
ー ス １ ０ を 図 ５ に 示 す よ う に 機 器 室 ３ の 外 へ 引 き 出 し て 作 業 台 に 定 置 し 、 冷 却 ユ ニ ッ ト ２  
の 全 体 を 露 出 さ せ る 。 ま た 、 蒸 発 器 ２ ０ 、 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ 、 循 環 フ ァ ン ２ ３ の 点 検 や  
交 換 を 行 う 場 合 に は 、 ま ず 、 フ ァ ン コ ー ド ５ １ を 循 環 フ ァ ン ２ ３ か ら 分 離 す る が 、 フ ァ ン  
コ ー ド ５ １ は 上 区 分 壁 ４ １ の 表 面 に 露 出 し て い る の で 、 フ ァ ン コ ー ド ５ １ の 取 外 し や 再 結  
線 を 支 障 な く 行 え る 。 次 に ビ ス ６ ６ を 取 外 す こ と に よ り 、 区 分 パ ネ ル １ ９ と 循 環 フ ァ ン ２  
３ を 内 ケ ー ス １ ６ ｂ か ら 取 外 し て 、 蒸 発 器 ２ ０ お よ び 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ を 露 出 さ せ る 。  
ヒ ー タ ー コ ー ド ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ お よ び セ ン サ ー コ ー ド ５ ２ ｃ を 交 換 す る 場 合 に は 、 ヒ ー タ  
ー コ ー ド ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ を 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ か ら 取 外 し 、 さ ら に セ ン サ ー コ ー ド ５ ２ ｃ  
を 温 度 セ ン サ ー ２ ４ か ら 取 外 し た の ち 前 後 の 通 線 溝 ４ ７ か ら 分 離 し 、 後 側 の ヒ ー タ ー コ ー  
ド ５ ２ ｂ を コ ー ド 隙 間 ５ ７ か ら 取 外 す だ け で よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
以 上 の よ う に 構 成 し た 冷 蔵 庫 に よ れ ば 、 一 対 の ヒ ー タ ー コ ー ド ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ と 、 セ ン サ  
ー コ ー ド ５ ２ ｃ を 、 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 前 後 と パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ の 上 部 に 沿 っ て 、 区 分 パ ネ  
ル １ ９ と 接 触 し な い 状 態 で 整 然 と 配 線 で き る 。 つ ま り 、 入 口 室 １ ７ か ら 出 口 室 １ ８ に コ ー  
ド ５ ２ （ ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ ・ ５ ２ ｃ ） を 引 き 出 す た め の 通 線 構 造 を 、 パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に 設  
け ら れ て 、 出 口 室 １ ８ と 入 口 室 １ ７ と を 連 通 す る と と も に 、 区 分 パ ネ ル １ ９ の 装 着 時 に お  
い て 掛 止 縁 ４ ３ に よ り 封 鎖 さ れ な い 溝 開 口 ４ ７ ａ を 有 す る 通 線 溝 ４ ７ で 構 成 し た の で 、 当  
該 通 線 溝 ４ ７ の 掛 止 縁 ４ ３ に よ り 封 鎖 さ れ な い 溝 開 口 ４ ７ ａ を 介 し て コ ー ド ５ ２ を 入 口 室  
１ ７ か ら 出 口 室 １ ８ に 引 き 出 す こ と で 、 コ ー ド ５ ２ と 接 触 す る こ と な く 、 ま た 各 コ ー ド ５  
２ に 邪 魔 さ れ る こ と も な く 、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 対 し て 着 脱 す る こ と が で  
き る 。 ま た 、 区 分 パ ネ ル １ ９ は 各 コ ー ド ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ ・ ５ ２ ｃ と 接 触 し て い な い の で 、  
各 コ ー ド ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ ・ ５ ２ ｃ に 邪 魔 さ れ る こ と も な く 区 分 パ ネ ル １ ９ を 断 熱 ケ ー ス １  
６ に 対 し て 容 易 に 着 脱 で き 、 し た が っ て 、 断 熱 ケ ー ス １ ６ の 内 部 に 配 置 し た 機 器 類 の メ ン  
テ ナ ン ス を 簡 便 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 ヒ ー タ ー コ ー ド ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ お よ び セ ン サ  
ー コ ー ド ５ ２ ｃ の 中 途 部 を 、 前 後 の 通 線 溝 ４ ７ と コ ー ド 支 持 爪 ５ ４ で 位 置 保 持 で き る の で  
、 外 部 振 動 を 受 け て 各 コ ー ド ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ ・ ５ ２ ｃ の 配 線 構 造 が 乱 れ る の を 確 実 に 防 止  
で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 側 壁 上 部 か ら 斜 め 上 向 き に 膨 出 さ れ る コ ー ド 受 壁 ５ ５ と 、 コ ー ド 受 壁 ５  
５ の 上 端 か ら 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 側 壁 に 向 か っ て 張 り 出 さ れ る 抜 止 め 壁 ５ ６ で コ ー ド 支 持 爪  
５ ４ を 構 成 し 、 抜 止 め 壁 ５ ６ と 、 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 上 壁 の 間 に ヒ ー タ ー コ ー ド ５ ２ ｂ を 出  
し 入 れ す る コ ー ド 隙 間 ５ ７ を 設 け た の で 、 一 方 の ヒ ー タ ー コ ー ド ５ ２ ｂ の 中 途 部 を コ ー ド  
隙 間 ５ ７ か ら コ ー ド 受 壁 ５ ５ に 掛 止 し 、 あ る い は 、 ヒ ー タ ー コ ー ド ５ ２ ｂ の 中 途 部 を コ ー  
ド 隙 間 ５ ７ か ら 抜 外 す だ け の 簡 単 な 作 業 で 、 ヒ ー タ ー コ ー ド ５ ２ ｂ を コ ー ド 支 持 爪 ５ ４ に  
着 脱 で き る 。 ま た 、 コ ー ド 受 壁 ５ ５ お よ び 抜 止 め 壁 ５ ６ を 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 成 型 時 に 同 時  
に 形 成 す る こ と に よ り 、 コ ー ド 支 持 爪 ５ ４ を 内 ケ ー ス １ ６ ｂ に 固 定 す る 必 要 が な い の で 、  
そ の 分 だ け 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 内 部 構 造 を 簡 素 化 で き る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
通 線 溝 ４ ７ を 掛 止 壁 ４ ５ か ら 入 口 室 １ ７ へ 向 か っ て 下 り 傾 斜 す る 傾 斜 溝 で 形 成 し 、 区 分 パ  
ネ ル １ ９ を 内 ケ ー ス １ ６ ｂ に 装 着 し た 状 態 に お い て 、 通 線 部 ４ ２ の 切 欠 縁 ４ ２ ａ が 通 線 溝  
４ ７ の 溝 開 口 ４ ７ ａ と 交 差 す る よ う に し た の で 、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 内 ケ ー ス １ ６ ｂ か ら 取  
外 す こ と に よ り 、 通 線 溝 ４ ７ の 溝 開 口 ４ ７ ａ を 開 放 で き る の で 、 出 口 室 １ ８ に 導 入 さ れ た  
ヒ ー タ ー コ ー ド ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ と セ ン サ ー コ ー ド ５ ２ ｃ の 中 途 部 を 、 前 後 の 通 線 溝 ４ ７ の  
溝 開 口 ４ ７ ａ に は め 込 む だ け で 、 各 コ ー ド ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ ・ ５ ２ ｃ を 正 し く 整 然 と 配 線 す  
る こ と が で き る 。 ま た 、 通 線 溝 ４ ７ が 入 口 室 １ ７ へ 向 か っ て 下 り 傾 斜 す る 傾 斜 溝 で 形 成 し  
、 さ ら に 、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 内 ケ ー ス １ ６ ｂ に 装 着 し た 状 態 で は 、 通 線 部 ４ ２ の 切 欠 縁 ４  
２ ａ が 通 線 溝 ４ ７ の 溝 開 口 ４ ７ ａ と 交 差 す る の で 、 各 コ ー ド ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ ・ ５ ２ ｃ が 切  
欠 縁 ４ ２ ａ に 接 触 す る の を 避 け な が ら 、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 内 ケ ー ス １ ６ ｂ に 着 脱 す る こ と  
が で き る 。 さ ら に 、 区 分 パ ネ ル １ ９ の 装 着 時 に お い て 、 溝 開 口 ４ ７ ａ の 一 部 を 通 線 部 ４ ２  
の 切 欠 縁 ４ ２ ａ で 封 止 す る こ と が で き る の で 、 こ れ ら 通 線 溝 ４ ７ と 通 線 部 ４ ２ と を 介 し て  
入 口 室 １ ７ の 空 気 が 出 口 室 １ ８ に 漏 れ 出 る シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト の 発 生 を よ り 小 さ く し て 、  
蒸 発 機 器 ２ Ｂ を よ り 適 正 な 状 態 で 作 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
コ ー ド 支 持 爪 ５ ４ よ り 下 側 の 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に 、 上 区 分 壁 ４ １ の 掛 止  
縁 ４ ３ を 係 合 保 持 す る 掛 止 部 ４ ４ を 設 け 、 掛 止 壁 ４ ５ に 通 線 部 ４ ２ の 切 欠 縁 ４ ２ ａ を 位 置  
決 め し た 状 態 で ス ラ イ ド 案 内 す る ガ イ ド リ ブ ４ ６ を 形 成 し 、 ま た 、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 断 熱  
ケ ー ス １ ６ に 組 付 け た 状 態 で は 、 掛 止 縁 ４ ３ が 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 掛 止 部 ４ ４ で 上 下 に 位 置  
決 め さ れ 、 切 欠 縁 ４ ２ ａ が ガ イ ド リ ブ ４ ６ で 前 後 に 位 置 決 め さ れ た 状 態 で 掛 止 壁 ４ ５ に 支  
持 さ れ て 、 区 分 側 壁 ４ ０ の 前 後 が 内 ケ ー ス １ ６ ｂ に ビ ス ６ ６ で 締 結 固 定 さ れ る よ う に し た  
。 こ れ に よ れ ば 、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 対 し て 上 下 左 右 前 後 に 正 し く 位 置 決  
め し た 状 態 で 確 り と 組 付 け る こ と が で き る 。 ま た 、 区 分 パ ネ ル １ ９ を 正 し く 位 置 決 め し た  
状 態 で 組 付 け る こ と に よ り 、 区 分 パ ネ ル １ ９ の 前 後 縁 と 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 前 後 壁 １ ６ ｅ ・  
１ ６ ｆ の 間 や 、 上 区 分 壁 ４ １ の 掛 止 縁 ４ ３ と 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ の 間 に 隙  
間 が 生 じ る の を 解 消 で き る 。 従 っ て 、 断 熱 ケ ー ス １ ６ の 内 部 に お け る シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト  
の 発 生 を 一 掃 し て 、 蒸 発 機 器 ２ Ｂ を 常 に 適 正 な 状 態 で 作 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 掛 止 部 ４ ４ を 、 パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ に 沿 っ て 凹 み 形 成 し た 前 後 溝 で 形 成 し  
、 区 分 側 壁 ４ ０ を 内 ケ ー ス １ ６ ｂ に 締 結 固 定 し た 状 態 に お い て は 、 上 区 分 壁 ４ １ の 掛 止 縁  
４ ３ が 掛 止 部 ４ ４ の 上 下 の 溝 壁 で 上 下 動 不 能 に 位 置 決 め 保 持 さ れ る よ う に し た の で 、 上 区  
分 壁 ４ １ の 掛 止 縁 ４ ３ が 掛 止 部 ４ ４ の 溝 壁 に 嵌 り 込 ん だ 状 態 で 、 上 区 分 壁 ４ １ を 位 置 決 め  
で き る 。 し た が っ て 、 パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ と 掛 止 縁 ４ ３ の 間 に 隙 間 を 生 じ る 余 地 が な く 、 断  
熱 ケ ー ス １ ６ の 内 部 に お け る シ ョ ー ト サ ー キ ッ ト の 発 生 を さ ら に 確 実 に 解 消 で き る 。 ま た  
、 上 区 分 壁 ４ １ の 仕 上 が り 寸 法 に 僅 か な ば ら つ き が あ っ た と し て も 、 寸 法 の ば ら つ き を 前  
後 溝 か ら な る 掛 止 部 ４ ４ で 吸 収 で き る の で 、 パ ネ ル 受 壁 １ ６ ｄ と 掛 止 縁 ４ ３ の 間 に 隙 間 が  
生 じ る の を さ ら に 確 実 に 解 消 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
蒸 発 器 ２ ０ の 冷 媒 配 管 の 前 後 の 屈 曲 部 ６ ３ ・ ６ ４ の 下 面 を 、 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 前 後 壁 １ ６  
ｅ ・ １ ６ ｆ に 設 け た 支 持 リ ブ ６ ０ で 支 持 し 、 ま た 、 区 分 パ ネ ル １ ９ の 区 分 側 壁 ４ ０ を 、 前  
後 の 支 持 リ ブ ６ ０ の 突 端 に 設 け た ね じ ボ ス ６ ２ に ビ ス ６ ６ で 締 結 固 定 し た の で 、 蒸 発 器 ２  
０ を 断 熱 ケ ー ス １ ６ に 対 し て 正 し く 位 置 決 め し た 状 態 で 組 付 け る こ と が で き る の は も ち ろ  
ん 、 蒸 発 器 ２ ０ を 支 持 す る 支 持 リ ブ ６ ０ を 利 用 し て 、 そ の 突 端 に 設 け た ね じ ボ ス ６ ２ に 区  
分 側 壁 ４ ０ の 前 後 を ビ ス ６ ６ で 締 結 固 定 で き る 。 し た が っ て 、 別 途 区 分 側 壁 ４ ０ を 締 結 す  
る た め の 専 用 の ね じ ボ ス を 設 け る 場 合 に 比 べ て 、 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 内 部 構 造 を 簡 素 化 し て  
、 そ の 分 だ け 内 ケ ー ス １ ６ ｂ の 製 造 コ ス ト を 削 減 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
凝 縮 機 器 ２ Ａ お よ び 蒸 発 機 器 ２ Ｂ と 、 両 機 器 ２ Ａ ・ ２ Ｂ を 支 持 す る ユ ニ ッ ト ベ ー ス １ ０ を  
含 む 冷 却 ユ ニ ッ ト ２ を 、 機 器 室 ３ 内 に 収 容 さ れ る 後 方 側 の 運 転 位 置 と 、 機 器 室 ３ か ら 前 方  
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へ 引 き 出 さ れ た メ ン テ ナ ン ス 位 置 と の 間 で 、 前 後 方 向 に 出 し 入 れ 操 作 可 能 に 案 内 支 持 す る  
よ う に し た の で 、 冷 却 ユ ニ ッ ト ２ を メ ン テ ナ ン ス 位 置 へ 引 出 し た 状 態 で 、 凝 縮 機 器 ２ Ａ お  
よ び 蒸 発 機 器 ２ Ｂ の 保 守 点 検 や 構 成 パ ー ツ の 交 換 な ど を 容 易 に 行 う こ と が 可 能 と な り 、 メ  
ン テ ナ ン ス に 要 す る 手 間 と 時 間 を 短 縮 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
上 記 の 実 施 例 以 外 に 、 通 線 部 ４ ２ の 切 欠 形 状 は 四 角 形 で あ る 必 要 は な く 、 三 角 形 状 や ４ 分  
円 状 な ど で あ っ て も よ い 。 ま た 、 実 施 例 で は 入 口 室 １ ７ に 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ と 温 度 セ ン  
サ ー ２ ４ が 配 置 さ れ て い る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 入 口 室 １ ７ に 除 霜 用 ヒ ー タ ー ２ １ や  
温 度 セ ン サ ー ２ ４ 以 外 の 電 装 品 が 配 置 さ れ る 場 合 に は 、 電 装 品 に 接 続 さ れ る コ ー ド も 通 線  
溝 ４ ７ か ら 入 口 室 １ ７ に 導 入 す る と よ い 。 通 線 溝 ４ ７ は 入 口 室 １ ７ に 向 か っ て 下 り 傾 斜 さ  
せ る 必 要 は な く 、 さ ら に 直 線 溝 状 で あ る 必 要 も な い 。 ヒ ー タ ー コ ー ド ５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ お よ  
び セ ン サ ー コ ー ド ５ ２ ｃ の 遊 動 を 防 ぐ た め に 、 通 線 溝 ４ ７ を 蛇 行 状 に 形 成 し て も よ い 。 本  
発 明 の 冷 却 庫 は 、 冷 蔵 庫 以 外 に 冷 凍 庫 や 冷 凍 冷 蔵 庫 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
１   冷 却 室 （ 冷 蔵 室 ）
２ Ａ   凝 縮 機 器
２ Ｂ   蒸 発 機 器
３   機 器 室
１ ０   ユ ニ ッ ト ベ ー ス
１ ６   断 熱 ケ ー ス
１ ６ ｄ   パ ネ ル 受 壁
１ ６ ｅ   前 壁
１ ６ ｆ   後 壁
１ ７   入 口 室
１ ８   出 口 室
１ ９   区 分 パ ネ ル
２ ０   蒸 発 器
２ １   除 霜 用 ヒ ー タ ー
２ ３   循 環 フ ァ ン
２ ４   温 度 セ ン サ ー
４ ０   区 分 側 壁
４ １   上 区 分 壁
４ ２   切 欠 き 部 （ 通 線 部 ）
４ ２ ａ   切 欠 縁
４ ３   掛 止 縁
４ ４   掛 止 部
４ ５   掛 止 壁
４ ６   ガ イ ド リ ブ
４ ７   通 線 溝
４ ７ ａ   溝 開 口
５ １   フ ァ ン コ ー ド
５ ２   コ ー ド
５ ２ ａ ・ ５ ２ ｂ   ヒ ー タ ー コ ー ド
５ ２ ｃ   セ ン サ ー コ ー ド
５ ４   コ ー ド 支 持 爪
５ ５   コ ー ド 受 壁
５ ６   抜 止 め 壁
５ ７   コ ー ド 隙 間
６ ０   支 持 リ ブ
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６ ２   ね じ ボ ス
６ ６   ね じ 体 （ ビ ス ）
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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